
平成 ３０ 年度

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科

保健学専攻（博士前期課程）

第２次学生募集要項

【一　　般　　選　　抜】
【社 会 人 特 別 選 抜】
【外国人留学生特別選抜】

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科

平成２９年１０月

試験場案内略図

　場　所：金沢大学大学院
医薬保健学総合研究科保健学専攻
金沢市小立野（こだつの）５－１１－８０
電話（０７６）２６５－２５１４～２５１７

問い合わせ先
金沢大学医薬保健系事務部学生課保健学務係
〒９２０－０９４２
金沢市小立野５丁目１１番８０号
電話　０７６－２６５－２５１４～２５１７
FAX　０７６－２３４－４３５１
E-mail　t-igaku2@adm.kanazawa-u.ac.jp

学生募集要項の請求方法
　郵送を希望をする場合は，返信用封筒（角形２号，３８０円切手を貼り，受信者の郵便番号，住
所，氏名を明記したもの）　を同封のうえ，上記へ請求してください。この際請求する封筒の表
に「医薬保健学総合研究科保健学専攻（博士前期課程）○○領域募集要項請求」と志望領域名
も朱書きしてください。
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交通アクセス（北陸鉄道バス利用の場合）
●金沢駅兼六園口（東口）７番乗り場発（橋場町・兼六園下経由）
１１金沢学院大学・金沢学院高校・東部車庫行き
１２北陸大学（薬学部・太陽が丘）・湯涌温泉行き
１６上辰巳・駒帰行きのいずれかに乗車
⇒約２０分乗車後，小立野（こだつの）又は石引広見
　バス停下車，徒歩（約５分）

●金沢駅兼六園口（東口）６番乗り場発（香林坊・兼六園下経由）
１３医王山・湯谷原行き
１４田上住宅行きのいずれかに乗車
⇒約２０分乗車後，小立野（こだつの）バス停下車，
　徒歩（約５分）

●金沢駅金沢港口（西口）５番乗り場発（香林坊経由）
１０金沢学院大学・金沢学院高校・東部車庫行きのいずれかに乗車
⇒約２０分乗車後，小立野（こだつの）バス停下車，
　徒歩（約５分）



日　　　　　程事　　　項

平成２９年１１月８日（水）～１１月１０日（金）出願資格認定申請期間
（出願資格審査が必要な者）

平成２９年１１月２０日（月）～１１月２４日（金）出　　願　　期　　間

平成２９年１２月１６日（土）試　　験　　期　　日

平成３０年１月１７日（水）合　格　者　発　表

平成３０年３月中旬入　　学　　手　　続

平成３０年４月入　　　　　　　　学

出願手続から入学までの日程
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金沢大学大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻（博士前期課程）

　近年我が国の保健・医療・福祉は，医学・医療の進歩や人口の少子・高齢社会，生活水準の
向上など，医療を取り巻く社会環境や社会的要請の変化に伴い複雑多様化，細分化，かつ，高
度化，専門化しています。特に今日の疾病構造の変化に加え，未曾有の超高齢化社会時代の到
来を目前に控え，保健・医療・福祉の更なる充実が急務となっています。このためこれらの分
野に関する研究・教育も大きな変革が求められています。
　とりわけ，人々が健康な生活を営むこと，あるいは病や心身の障害にもかかわらず人間とし
ての尊厳に満ちた生活を営むことを援助する医療人の役割は，質的にも量的にもますます重要
となっています。本専攻は，新しい時代に即した高度な専門職業人や優れた教育者・研究者な
どを養成します。
　

Ⅰ．アドミッションポリシー（入学者受入方針）

看護科学領域
　看護職としてより高度な専門性を修得することを基本目標とします。
特に，看護研究とは何かを，研究計画の立案，研究の遂行を通して，自ら体得できる人材
を育てることを目的とします。したがって，以下のような方の応募を期待します。
・看護学の研究の基礎となる学問領域を学びたい人。
・博士後期課程に進みたい人。

医療科学領域
　本領域では生体情報を扱う医療画像技術，放射線治療技術，組織・細胞・生体分子を対
象とする臨床検査技術，及び医工学手法を融合した生体情報計測・検査技術を対象とし，
先端的で独創的な高度医療専門職，教育者，研究者を育成し，「医療科学」の確立・発展を
目指しています。
　したがって，以下のような人材を求めています。
　「医療科学」における基礎的及び臨床的な知識獲得に真摯でリーダーとなるべき素養を備
えた人。
　指導的役割を担う教育者，研究者及び専門技術者となりうる意欲あふれた人。
　新たな医療環境情勢に適応できる柔軟性を備えた人。

リハビリテーション科学領域
　理学療法士と作業療法士の需要の増大に対して，より高度な専門職としての発展をリー
ドし，効果の基礎と根拠を示す研究あるいは治療技術の開発に携わる人材の育成を目標と
しています。
　具体的には，運動器障害，高次脳神経機能障害などの解析，評価，治療，回復と自立の
ための，臨床技術と基礎的解析学の研究を実施する過程でリハビリテーション科学の発展
に寄与したいと願う学生を求めています。　
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Ⅱ．専攻名及び募集人員

　　　保健学専攻
 看護科学領域（助産学分野除く）
  医 療 科 学 領 域 １５名程度
  リハビリテーション科学領域
　

※上記募集人員には，特別選抜（社会人，外国人留学生）の募集人員を含みます。
　なお，看護科学領域「助産学分野」は募集しません。

Ⅲ．選 抜 の 種 類

　１．一般選抜
　２．特別選抜（社会人）
　社会人を対象にした選抜試験であり，出願できる者は，医療・保健・福祉施設，教育研
究機関，官公庁，企業等において，専門的な実務経験を有する者です。

　３．特別選抜（外国人留学生）
　

Ⅳ．出　願　資　格

次の各号のいずれかに該当する者とします。
①　学校教育法第８３条に定める大学を卒業した者及び平成３０年３月３１日までに卒業見込み
の者
②　大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び平成３０年３月３１日ま
でに学士の学位を授与される見込みの者（学校教育法第１０４条第４項の規定）
③　外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び平成３０年３月３１日までに
修了見込みの者
④　我が国において，外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお
いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定する当該課程を修了し
た者及び平成３０年３月３１日までに修了見込みの者
⑤　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外
国の学校教育における１６年の課程を修了した者及び平成３０年３月３１日までに修了見込みの者
⑥　文部科学大臣の指定した者
⑦　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める
基準を満たすものに限る。）で，文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定め
る日以降に修了した者及び平成３０年３月３１日までに修了見込みの者
⑧　学校教育法第１０２条第２項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって，本研
究科において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの
⑨　外国において学校教育における１５年の課程を修了した者及び平成３０年３月３１日までに
修了見込みの者，我が国において，外国の大学における１５年の課程を有するものとして当
該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指
定する当該課程を修了した者及び平成３０年３月３１日までに修了見込みの者，又は外国の学
校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学
校教育における１５年の課程を修了した者及び平成３０年３月３１日までに修了見込みの者で
あって，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと本研究科において認めたもの

券
犬
鹸
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⑩　個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると本研究科に
おいて認めた者で，平成３０年３月３１日までに２２歳に達するもの
⑪　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該
外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるも
のとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限が三年以上であ
る課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国にお
いて履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって文部科学大臣の指定を受けたものにおいて課程を修了
することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者及び平成３０年３月
３１日までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者

Ⅴ．出願に必要な書類

出願資格⑧，⑨，⑩，⑪のいずれかにより出願を希望する者は，出願に先立ち出願資
格審査を行うので，８ページの「出願資格の認定」に必要な書類を提出してください。

本学所定の用紙入学願書【様式１】①
本学所定の用紙写真票・受験票【様式２】②

　別紙振込依頼書により，「電信扱」が利用でき
る金融機関（ゆうちょ銀行・郵便局を除く）で入
学検定料30,000円を納入し，「振込金証明書」を
添付の貼付用用紙に貼り付けてください。
　出願書類受理後は，いかなる事情があっても入
学検定料は返還しませんので注意してください。
　ただし，入学検定料の振込後，出願を取り止め
た場合は，返還手続を行うことができますので，
下記担当課まで連絡してください。なお，返還の
際は，「領収書（本人控）」及び「振込金証明書
（提出用）」が必要になります。
　担当課：金沢大学財務部財務管理課出納係
　　　　　〒９２０-１１９２　金沢市角間町
　　　　　電話（０７６）２６４-５０５９，５０６０，５０６６

入学検定料振込金証明書③

出身大学（学部）長が作成したもの　※注１卒業（見込）証明書※注２④

出願資格②に該当する者で，大学改革支援・学位
授与機構が作成したもの

学位授与証明書または学位授与申請受理証
明書⑤

出身大学（学部）長が作成したもの　※注１成績証明書⑥
本学所定の用紙研究（希望）計画書【様式３】⑦

研究業績等がない場合は，「なし」と記入し提出
してください。

研究業績等調書【様式４】⑧

本学所定の用紙封筒に，郵便番号，住所，氏名を
明記し，372円分の切手（定型速達）を貼ったもの

受験票送付用封筒⑨

必要事項を記入してください。連絡受信先シール⑩

注１：大学と，専門学校または短期大学等を卒業している場合は，両方の証明書が必要です。
注２：④は，成績証明書と統一された様式の場合は提出不要。
注３：改姓（改名）により証明書等の氏名が異なっている場合は，変更の事実を証明できるもの

（戸籍抄本等）を添付してください。
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　以下の書類は，該当者が提出してください。
　⑴　特別選抜（外国人留学生）で出願する者

　　　　※１　出願時に日本に在留する者のみ提出してください。
　　　　※２　氏名等の本人情報が記載されている頁と，最新のビザが記載されている頁

　⑵　有職者で在職のまま入学を希望するもの
　　　（次のⅥ．「教育方法の特例」の適用を希望する者）

Ⅵ．「大学院設置基準第１４条に基づく教育方法の特例」について

　大学院での修学を容易とするために「大学院設置基準第１４条に基づく教育方法の特例」があります。
参考；大学院設置基準第１４条（昭和４９年文部省令第２８号抜粋）
第１４条　大学院の課程においては，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間

その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により
教育を行うことができる。

本研究科では１４条申請者に対し下記のとおり授業を行っています。
　ただし，本特例を受ける場合にあっても，本大学院において指定された講義等の日時の範
囲内で受講が可能でなければなりません。
　
１．１４条適用者に対しては，６限目，７限目の時間帯で開講しています。

６限目　１８：１０～１９：４０　　　　７限目　１９：５０～２１：２０
２．授業によっては集中講義の授業もあります。
３．１４条適用者は，原則上記の授業形態で行われる講義に出席してください。
４．１４条適用申請者で，上記以外の授業形態を希望する場合は，指導希望教員と相談してく
ださい。ただし，希望どおりの授業形態とはならない場合もあります。この場合は修業
期間は２年以上を要することがあります。

５．詳細については，後日お知らせします。
　　

Ⅶ．出　願　期　間

平成２９年１１月２０日㈪〜平成２９年１１月２４日㈮（祝日は除く）
（注）出願の受付時間は，最終日は午後５時までとします。
　郵送する場合は，出願期間最終日までに必着のこと。（ただし，出願期間後に到着した出
願書類のうち，平成２９年１１月２３日㈭までの発信局日付印のある書留速達郵便に限り受理し
ます。）

　

○承諾書【様式６】　　勤務先の所属長（又は任名権者）の承諾書
　　　　　　　　　　 ※入学時までに提出してもよい。

○在留カード（表・裏）の写し　※１

○パスポート（写し）　※２

Ⅳ．出願資格⑧，⑨，⑩，⑪のいずれかにより出願を希望する者については，この
期間に先立ち，出願資格審査を行います。８ページの「出願資格の認定」を参照
してください。
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Ⅷ．出 願 手 続 き

　１．出願方法及び提出先
　志願者は，「出願に必要な書類等」を一括して所定の封筒に入れ，出願期間内に提出し
てください。
　〔提出先〕
〒９２０－０９４２　金沢市小立野５丁目１１番８０号
金沢大学医薬保健系事務部学生課保健学務係

　　
　２.  出願及び受験にあたっての注意事項
⑴　志願する者は，指導希望教員と出願手続前に連絡をとり合ってください。
⑵　すべての書類に記入もれ等がないか確認してください。出願書類に不備がある場合は，
受理しないことがあります。
⑶　出願書類受理後は，いかなる理由があっても書類の返却，記載事項の変更及び入学検
定料の払い戻しはしません。
⑷　出願書類に不正な事実があった場合は，入学許可を取り消すことがあります｡
⑸　受験に関する注意事項（試験場，試験実施方法等）は受験票とともに送付します。
⑹　受験に際しては受験票を必ず携帯してください。
⑺　試験開始２０分前までに集合してください。

Ⅸ．入学者選抜の方法

　一般選抜，特別選抜（社会人），特別選抜（外国人留学生）
　　選抜は，筆記試験（英語），口述試験，学業成績証明書等により，総合的に判断し，判定します。
　
　学力検査科目・時間

英語の試験における辞書の持込みを許可します。ただし，電子辞書の持込みはできません。

Ⅹ．試験期日及び場所

期　日　平成２９年１２月１６日㈯
場　所　金沢大学大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻（金沢大学医薬保健学域保健学類）

金沢市小立野５丁目１１番８０号

Ⅺ．合 格 者 発 表

平成３０年１月１７日㈬　午前１０時（予定）
　金沢大学大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻玄関前に掲示するとともに，合格者に
は，合格通知書を送付します。
　また，金沢大学大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻Webサイトにも掲載します。
　http://mhs3.mp.kanazawa-u.ac.jp/

時　　間試験科目領　　域

９：００～１０：００英　　語看護科学領域
医療科学領域
リハビリテーション科学領域 １０：３０～　　　口述試験
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Ⅻ．入学手続き及び授業料について

　１．入学手続きについて
２月中旬に本学から送付する「大学院入学手続要項」によります。
⑴　入学手続き時必要経費等
・入　 学　 料　２８２,０００円（予定）
（注）上記の納付金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定

時から新入学料が適用されます。
⑵　提出書類（「大学院入学手続要項」によります。）
①　卒業証明書及び成績証明書
大学卒業見込みで受験した者のみ，３月末までに提出してください。
提出しない場合は入学許可を取り消すことがあります。

②　学位授与証明書
　大学改革支援・学位授与機構から学位授与見込で受験した者のみ３月末までに提出
してください。
　提出しない場合は入学許可を取り消すことがあります。

　２．授業料について
・授業料前期分　２６７,９００円（予定）
（注）①　上記の納付金額は予定額であり，入学時または在学中に授業料が改定され

た場合には，改定時から新授業料が適用されます。
　　　　　　　②　授業料の納入方法は，本学では「預金口座振替制度」を利用することになっ

ています。
　　　　　　　　　この制度は電気・ガス・TV受信料等の自動支払いと同じように，本学の指

定する金融機関が授業料を学生等名義の預金口座から引き落として，本学へ
納入する制度です。

Ｘ Ⅲ．奨学金制度について

　奨学金には，日本学生支援機構，都道府県・市町村，民間の育英団体のものなどがあり
ます。
　日本学生支援機構奨学金には，無利子で貸与される「第一種奨学金」と，有利子で貸与
される「第二種奨学金」があります。
　【貸与金額】（平成２９年度入学者の場合：参考）
　　　第一種奨学金：５０,０００円，８８,０００円から希望月額を選択（博士前期課程入学者）

第二種奨学金：５０,０００円，８０,０００円，１００,０００円，１３０,０００円，１５０,０００円から希望月
額を選択（博士前期課程・後期課程入学者共通）

　また，外国人留学生を対象として，奨学金制度を設けています。
詳しくは以下のWebサイトをご覧ください。
http：//www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ie/j/abroad/scholarship.html
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Ｘ Ⅳ．修業年限及び修了の要件

　原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，
修士論文を在学期間中に提出して，その審査及び最終試験に合格しなければなりません。
　なお，在学期間に関しては，研究科が優れた業績を上げたと認める者については，当該
課程に１年以上在学すれば足りるものとします。
〔長期履修について〕
①　金沢大学では，標準修業年限（２年）以内での修学が，次の理由により困難な場合
は，申請により，長期履修を認める場合があります。
⑴　入学時及び在学時において社会人有職者で，職務上の事情により，著しく学修時
間の制約を受ける者
⑵　育児，介護等に従事している者で，その事情により著しく学修時間の制約を受ける者
②　長期履修の期間
　　２年６ヵ月，３年，３年６ヵ月，４年とします。
③　長期履修が認められた場合の授業料について
　　入学手続時に，指導教員の承認を得て研究科長に申請し，認められた場合の修了ま
での年間授業料

（学則に定められた授業料年額×２年）÷（希望する長期履修期間）＝長期履修の場合の年間授業料
④　詳細については，入学手続き時にお知らせします。

Ｘ Ⅴ．個人情報の保護

　金沢大学では，個人情報保護法及び学内管理規程等に基づき，本学が保有する個人情報
の適正な管理と保護に努めています。
　本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報及び入学手続時に提出いただく身上書等の
書類に記載されている全ての個人情報は，次の業務で利用します。
⑴　入学者選抜及び入学手続に関わる業務
⑵　入学後の学籍管理，修学指導に関わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務
⑶　入学後の本学ポータルサイト利用，学内LAN利用，図書館利用及び図書貸出し等の
学内サービス業務
⑷　入学料免除，授業料免除，奨学生選考等の修学支援に関わる業務
⑸　入学料・授業料の納入に関わる業務及び収納業務を委託する金融機関での必要な業務
⑹　入学者選抜に関する個人が特定できない形で行う調査研究業務
⑺　卒業（修了）生に対する学習成果等調査（アウトカムズ・アセスメント），同窓会活
動への支援等に関する業務
⑻　その他，個人が特定できない形で行う統計処理業務 
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　本要項Ⅳ「出願資格」の一般選抜及び特別選抜（社会人）ならびに特別選抜（外国人留
学生）の⑧，⑨，⑩，⑪のいずれかにより出願する者は，以下により出願資格認定審査を
行います。
　なお，必要がある場合は，面接を行います。また，出願を希望する者は，指導希望教員
と出願資格の認定申請前に連絡をとり合ってください。

⑴　認　定　基　準
　○　一般選抜，特別選抜（社会人）及び特別選抜（外国人留学生）の⑧，⑨，⑪により出願

著書，学術論文，研究発表等により本学医薬保健学域保健学類卒業と同等以上の学
力があると認められる者であること

　　　○　一般選抜，特別選抜（社会人）及び特別選抜（外国人留学生）の⑩により出願
短期大学，高等専門学校，専修学校専門課程又は，各種学校を修了し，又は外国に
おいて学校教育における１４年の課程を修了した後，医療・保健・福祉施設，教育研
究機関，官公庁，企業等において入学時までに２年以上の実務研究実績があり，著
書，学術論文，研究発表等により本学医薬保健学域保健学類卒業と同等以上の学力
があると認められる者であること

⑵　提　出　書　類
①　入学試験出願資格認定申請書［様式５］
②　卒業証明書等
③　研究（希望）計画書［様式３］
④　研究業績等調書［様式４］
⑤　研究業績の概要（A４版で４００字以内，または専門領域で最新の業績等のコピー）
※その他，本研究科が出願資格の認定に必要とする書類の提出を求めることがあります。
※改姓（改名）により証明書等の氏名が異なっている場合は，変更の事実を証明でき
るもの（戸籍抄本等）を添付してください。
　なお，出願資格が認定された場合は，本要項Ⅴ．「出願に必要な書類」のうち上記以
外のものを出願期間内に提出してください。

⑶　申請書類提出先
　〒９２０－０９４２
　　金沢市小立野５丁目１１番８０号
　　　金沢大学医薬保健系事務部学生課保健学務係

　なお，郵送する場合は書留速達郵便とし，その封筒の表に「医薬保健学総合研究科保
健学専攻（博士前期課程）出願資格認定申請書在中」と朱書きしてください。

⑷　申　請　期　間
平成２９年１１月８日㈬〜平成２９年１１月１０日㈮まで
　（注）申請の受付時間は，最終日は午後５時までとします。

郵送する場合は，申請期間最終日までに必着のこと。（ただし，申請期間後に
到着した申請書類のうち，平成２９年１１月９日㈭までの発信局日付印のある書留
速達郵便に限り受理します。）

　
⑸　審 査 の 結 果
審査の結果は，１１月１６日㈭以降に申請者あて郵送により通知します。

出 願 資 格 の 認 定
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看護科学領域
　本領域は臨床実践看護学と健康発達看護学の２つの大講座より成り立っており，人間の
健康を疾病や障害と対立する概念ではなく，健康の本質を連続性におき，生命の誕生から
死にいたるライフサイクルの中で包括的にとらえ，その人がおかれた環境に適応しながら
健康に生活することを支援することを目的に教育・研究します。
　臨床実践看護学講座：健康障害をもつ対象の視点で探求する慢性・創傷看護技術学の分
野では，生活習慣病，疾患の慢性期および終末期の患者および家族に必要とされる疾病受容，
教育とその方法，教育評価方法を含むプログラムやシステム開発をめざします。また，創
傷（手術創，褥瘡，ストーマなど）によって起こされる身体的，心理的，社会的問題を解
決するために効果的な看護実践技術および機器開発をめざします。
　老年リハビリテーション・精神看護学分野では高齢者および機能障害を有する人々とそ
の家族のQOL向上のための看護実践技術および転倒予防プログラムの開発，リスクマネジ
メントや精神疾患，メンタルヘルスについての解明とケア開発について教育・研究をします。
　健康発達看護学講座：健康，心理，環境，社会との関係によって生じる健康現象をライ
フサイクル及び環境という視点で探求する女性・小児環境発達学分野では，子どもの健全
な成長発達を保障するために母子をとりまく環境の査定や介入を，また，ウィメンズヘル
スへの健康支援と妊産婦を中心とした性と生殖領域の高度な教育と研究及び実践との連関
を目指します。
　助産学分野では，助産ケアに関する高度な専門的実践力の修得と研究的課題解決能力及
びエビデンスの探究に関する研究を目指しています。
　公衆衛生・在宅看護学分野では，在宅療養者とその家族に対するケアとケアマネジメント，
地域ケアシステムおよび公衆衛生看護方法論の開発，職域や地域の環境と健康に関する教
育・研究をします。

医療科学領域
　病気の予防，診断および治療における放射線検査および臨床検査の技術進歩は，医学お
よび医療において大きな役割を果たしてきました。今後も新しい医療科学技術の研究およ
び開発が，医学・医療の進歩に不可欠な条件になっています。前期課程では，本領域が掲
げる「医療科学」の基礎と臨床技術を実践的に学び，将来この分野のリーダーとなりうる
人材を育成することを目的に教育・研究します。
　今日の医療技術は高度に発展し続けていますが，高齢社会の到来，疾病構造の変化，あ
るいは地球規模の環境変化などの問題が山積し情勢も変化しています。医療はこのような
情勢変化に迅速に対応しなければなりません。対応しつつ，診断や治療のさらなる成果向
上に努力していかなければなりません。十分な知識と技術をもち柔軟に対応できる人材の
育成が重要とされています。総合的に「医療科学」を学んだ，指導的な役割を担う教育者，
研究者および専門技術者の養成が急務となっています。
　博士前期課程では，電離放射線，放射性同位元素，磁気共鳴などの量子現象を利用して，生
体情報を画像化する医療画像技術，および高エネルギー電離放射線を用いた治療技術を習
得します。また，体内の組織，細胞，生体分子を検査対象とする臨床検査技術，さらに医
工学手法を融合して生体情報を解析する計測・検査技術を習得します。また新しい「医療
科学」を志向し，総合的に課題に取り組みます。例えば，生体情報を精度よく把握するた
めに，光，熱，放射線，電磁波，超音波などの測定を応用した情報科学機器・解析技術，

領　域　案　内
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さらに最先端の量子科学，情報科学，分子生物学，遺伝子工学，人間機械工学などの医療
応用についても実践的に学びます。
　このように医療科学領域では，先端的で独創的な高度医療専門職，教育者，研究者を育
成し，この新しい「医療科学」技術体系を確立・発展させることを目指します。博士前期
課程はその第一歩です。

リハビリテーション科学領域
　近年における急速な高齢社会の到来と高度な医療技術の進歩に伴い，より多様かつ複雑
な障害を持った患者が増加しており，さらに介護保険制度の導入や老人保健施設の増加に
より，理学療法士や作業療法士の需要がますます増大しています。これらの社会的ニーズ
に応えるためには，リハビリテーション科学の分野において優れた知識および技術を持っ
た人材の育成を図ることはもちろんですが，そのような人材育成に必要な高度な知識，技
術を持ち，指導的な役割を担う教育者，研究者および専門技術者の育成が急務となってい
ます。しかし理学療法学や作業療法学を核としたリハビリテーション科学の分野は比較的
歴史が浅く，全国的にも高度な教育・研究を行う教育機関（大学院）は少なく，基礎的な
研究のみならず，高度臨床技術の修得，開発，研究も未だ十分には行われているとは言い
かねるのが現状です。
　リハビリテーション科学領域における博士前期課程では，以上のような現状認識のもと，
以下の３つのコースを基本的に用意しています。すなわち①高度の臨床技術を習得した専
門の理学療法士，作業療法士の育成，②専門研究マインドを持って臨床にあたり，学会発
表，論文作成へとつながる臨床研究を進めていく専門職修士の育成，③博士後期課程への
準備として，基礎研究から積み上げた事実に基づく理学療法・作業療法の実践
（Evidence Based Practice，EBP）の考え方に拠った研究方法の修得，論文作成を通して
の研究者の育成です。
　本領域は，理学療法科学講座，作業療法科学講座の２講座からなります。





平成 ３０ 年度

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科

保健学専攻（博士前期課程）

第２次学生募集要項

【一　　般　　選　　抜】
【社 会 人 特 別 選 抜】
【外国人留学生特別選抜】

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科

平成２９年１０月

試験場案内略図

　場　所：金沢大学大学院
医薬保健学総合研究科保健学専攻
金沢市小立野（こだつの）５－１１－８０
電話（０７６）２６５－２５１４～２５１７

問い合わせ先
金沢大学医薬保健系事務部学生課保健学務係
〒９２０－０９４２
金沢市小立野５丁目１１番８０号
電話　０７６－２６５－２５１４～２５１７
FAX　０７６－２３４－４３５１
E-mail　t-igaku2@adm.kanazawa-u.ac.jp

学生募集要項の請求方法
　郵送を希望をする場合は，返信用封筒（角形２号，３８０円切手を貼り，受信者の郵便番号，住
所，氏名を明記したもの）　を同封のうえ，上記へ請求してください。この際請求する封筒の表
に「医薬保健学総合研究科保健学専攻（博士前期課程）○○領域募集要項請求」と志望領域名
も朱書きしてください。

金沢大学
医薬保健学域医学類，
附属病院　　　　　　

小立野
バス停

駐車場

小立野
トンネル

金沢
美術
工芸大学

医薬保健学総合研究科 保健学専攻

（小立野）

（石引町）

医薬保健学総合研究科 保健学専攻

金沢大学
宝町
キャンパス

（出羽町）

（兼六園下）

（橋場町）（尾張町）
（武蔵ヶ辻）

（南町）

（香林坊） （広坂）

（本町）

（六枚町）

金沢港口
（西口）

兼六園口
（東口）

至富山

至福井

N

石引石引
広見広見

金
沢
駅

※試験場は敷地内禁煙です。

金沢港口
（西口）

兼六園口
（東口）

石引
広見

交通アクセス（北陸鉄道バス利用の場合）
●金沢駅兼六園口（東口）７番乗り場発（橋場町・兼六園下経由）
１１金沢学院大学・金沢学院高校・東部車庫行き
１２北陸大学（薬学部・太陽が丘）・湯涌温泉行き
１６上辰巳・駒帰行きのいずれかに乗車
⇒約２０分乗車後，小立野（こだつの）又は石引広見
　バス停下車，徒歩（約５分）

●金沢駅兼六園口（東口）６番乗り場発（香林坊・兼六園下経由）
１３医王山・湯谷原行き
１４田上住宅行きのいずれかに乗車
⇒約２０分乗車後，小立野（こだつの）バス停下車，
　徒歩（約５分）

●金沢駅金沢港口（西口）５番乗り場発（香林坊経由）
１０金沢学院大学・金沢学院高校・東部車庫行きのいずれかに乗車
⇒約２０分乗車後，小立野（こだつの）バス停下車，
　徒歩（約５分）
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